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Sumulary 
Recently， a rot of onion by Botrytis sp. is widely prevalent throughout the onion grow-
ing areas in Saga prefecture. Three isolates of Botl)ltis from the infected onion leaves 
were identified by comparing the pathogenical and moqメ1010gicalproperties with three 
sp巴ciesof Botrytis， B.勾uamosa，B.奇yssoideaand B. cinerea・ Thepathogenical comparison 
among them was carried out by inoculation test with the cultur百 imycelia to fleshy onion 
scales. The isolates and the former two species， B. squamosa and B. byssoidea showed the 
ability to invade the scale tissues， whereas the third，β cinerea had no pathogenicity. 
The morphological comparisons were mainly achieved on the observation of conidia and 
conidiophore showing the characteristics of the genus Bol1ytis. The isolates were found 
to have conidia of 10-19 x 15-24μin size and conidiophore of 508-1， 050μin length and 
11-17 I1 in bredth. On the basis of the above results and the descriptions in the lite閑
raturc， thesc isoIates were considered jo be identical with J. squamosaもVALKER.
I 緒
近年，佐賀県下のタマネギ栽i音地で貯蔵 rl~ のタ?ネギ、の鱗茎がjおj設して大きな被害をもたらし
ている.タマネギの腐敗に関与す、る病照的として逸見ら2，3) はBotrytisali MUNN， Botrytis bys“ 
soidea W ALK.， Botrytis squαmosαWALK. ;T、よびその他のBotrytis鴎E誌を報告しているが，これら
の病原l援が栽培中のタマネギの葉に得役するかどうかについては触れていない.しかし，最近こ
れらの Botrytis鴎lifがネギ、類の葉に寄生して腐敗の)京総!になることが認められている 1，4，6，7，8，10，
12，13) そこで慾者らはタマネギ、の腐敗に関与する Botrytis属簡を調べる目的で， 1973&ド3月中
旬に佐賀県下のタマネギ栽培地から誕約れ植を思しているタマネギの諜身を採集して閣の分離を
行なった.さらに分離した βotrytis鵡磁の形態ならびに病原性を従米よく 5;1られている Botrytis
cinerea， B.fab仰がよびタマネギの病原前である β.squαmosa， B.byssoideaと比較検討し，分離
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碕の種の同定を行なった.
穏の同定を行なうに~~り，対照閣として供試するため間株の分議をうけた兵郎県農業試験場松
路線:lf:l技師ならびに北海道立rjl央由来試験場治i桑お校日Iliに)手く!高謝申しあげる次第である.
n 実験材料および方法
1. タマネギ‘からの Botrytis閣の分離と供試蹴
タマネギの下葉が枯れ上がる3月中旬に，タマネギ1段以:地の佐賀県杵島郡白石町と杵島'1i11有明
町深刻1から Z完結れ痕を~しているタマネギ、の議身?と採集し，それぞれ新関紙に挟んで室内になき，
2週間後楽身上に形成された附核から Botrytis1誌の分離を行なった.すなわち， 1お核を8096アル
コーノレに数秒間，アンチホノレミン液 (10倍希釈淡)に2分開設泣後，殺i潟水でよく洗い，ベトワ
1IIlに流し込んだ!京総加汗1J隠鈴議設n~~天城地 (PSA) 上に移 L ， 200Cの定視器内に保ち，数日後
菌核から形成された I~î糸)?を PSA 1符地上に移して分離した.白石町ilf.のタマネギ、から分離した
菌株をBotrytissp. 1，手当[明IUrからのものをBotrytissp. 2，佐賀県農業試験場からのものを Botrytis
sp. 3として穏の検討を行なった.念ま，'， f添:の同定に~り対照として供試した Botrytis lMiは次の
巡りである.すなわち，B. squαmosaは兵郎県南淡町・のタマネギ、枯死楽から分離(松尾絞男氏か
らの分譲Iお)され，B. b)ωoideα は北海道中央農業試験場のタマネギ、から分離(政i粂宛氏からの
分談i3li)されたものであり ，B. cinereaはイチゴから1972年 5FJ10 1'に，B.fabaeはソラマメか
ら1972'"ド5月 1日に，それぞれ当教室で分離したほiである.
2. タマネギ、鱗片に対する病原性の比較
タマネギから分離した 3j滋i併とならびに対JR1として供試した β.cinerea， B. fabαe， B. squαmosa 
bよび β.byssoi・dea'5: PSA tr'，:.r也に 200Cで41'1間以:殺し，それらのi翁i誌を筏 3mmのコノレクボ
ーラで打ち放さ抜極源とした.供試j漬物としてタマネギの鱗禁(品積淡路2号)を4分割し，そ
れからとった鱗片の 1枚づつを巡窓状態とした4つ切りパットに放べ，鱗j干の内側の中央部にこ
れらの繭識を接種して病原性を比較した.すてどわち，接種後 200C に3日間:h、いて供拭鱗}十上の
病波形成の有無を調査し，鱗片に何らの変化もみられない場合を一，水浸状病斑を形成する;場合
を+，病斑が閤入して内部に速する;場合を件として記録した.
3. タマネギ、鱗片上にお、ける Botrytis閣の繭糸伸長の観察
βOtrytis 1窓の接種は前記2の場合と同様にして行ない，接続後3日自に片の表皮を剥ぎとり，
これを rhodamineB (1，000俄液)9) で30分染色して病胤周辺部にふ、ける附糸伸長の状態を比較
観察した.
4. Botrytis 磁の形態の比較
PSA培地に約2週間補強して符られた各菌株のja¥i核てと域i也から制ぎ取り，流水rflでよく洗縦
した砂の上にのせ，被安状態、として 40Cに保った. この状態に約 1カ月むくと1結核から分生子
艇が吸われ，その上に多くの分生約子が形成された.それぞれの簡株の分生胞子の大きさbよび
分生子梗の高さとrlJを比較した.
II結巣
1. タマネギ、鱗片に対する病原型Eの比較
各 Botrツtis簡の病原性を比絞したものが第 1表である.佐賀県下のタマネギから分荷liした Bo幽
trytis 閣のタマネギ鱗片に対する病原性は，対照として供試した β.squamosαかよび B.byssoi幽
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tl11表 βotrytis泌簡のタマネギ鱗H'に対する病原性の比絞
Tablc 1. Pathogcnical comparison of Botぴtisspp. inoculated to onion scales. 
Bol1ytis BolJytis BolI:ytis Bollytis Bo!lytis 130tりJtis Botrytis 
clIerea jabae ‘rqul/llosa b)'soideα sp. 1 sp.2 sp. 3 
Pathogenicity b) 
}十 会i十 十 十 トr
: No palhogenicity， (Platc 1， 8-A) 
b)十:Slight pathogcnicity showing super抗dalrotting spOls (Plate 1， 8-B) 
c) 十十:Severc pathogenicity showing soft rotting spots that extencl into inner tissues of onion 
scalcs (Plalc J， 8-C). 
deaの病原'性と間程度であり，それらの病庇は間人して，鱗片内部まで綴織の崩嬢がみられた.
これに対して B.cinereαでは病原俊がみられず，また，B.fabaeを絞殺した場合は水浸状の病以f:
~形成し，弱い病原'11:を示した(限 j仮 II， 8-A， B， C). 
2. タマネギ、鱗片とにふ、ける Botrytisi容の附糸伸長の観察
タマネギ鱗JtJ二にお、ける各 Botrytis閣の菌糸仲良状態を比較したものが悶版 Iである.病以f
周辺部にふ、いて，タマネギから分離した Botrytissp. 1，2，3 :b、よび B.squamosa， B. byssoideaの
磁糸は絡に，またIfE織に分i妓しながら伸長しているのが観察されたのに対して，B.fabaeは数本
の関糸が細胞開i療を過してまばらに1Iflびているのがみられるにすぎなかった.
3. Botrytis認の形態、
βotrytis j殺の形態を比較したものが第2表ならびに関版 I，IIである.佐賀県下のタマネギ栽
U~ 2炎 Botrytis JjU， tおの分'J=.胞子と分生子艇の比較
Table 2. Comparison of conidia and conidiophorc in 13ol:ytis sp. 
Isolate Coniclia (μ) Conidiophore (μ) (Average) 
β.、fabae 6-7 x 9-12 10-16x 1，785-3，588 (2，600) 
B. cilerea 5-10 x 9…12 10-15 x 1，873-3，290 (2，700) 
B. squαmosa 13-18 x 16-21 12-19 x 508-863 ( 685) 
B. byssoidea 5-7 x 9-14 11-12 x 230-359 ( 274) 
1301ワlissp. 1 12-16 x 15…24 12-16 x 508-875 ( 662) 
β01ワtissp. 2 14-16)< 17-19 13…16x613-945 ( 782) 
Botヮlissp. 3 10-14x 17ふ 21 11-17 x 595-1，050 ( 802) 
培地から分離したBotrytissp. 1， 2， 3は形態的にいずれも類似してかり，分生胞子の大きさが10-
16x15-24μ で，B. ciner・'ea，B. fabae :b'よび B.byssoid，仰の分生!胞子より大きく ，B. squamosaの
それと一致した.分離した3菌株の分生子梗は B.ciner・'eaならびに B.fab仰のそれより短かく，
B. byssoideaより長¥，これも B.squamosa W ALKERと類似していた.
IV考察
Walker1Z)はタマネギ鱗茎の腐敗の)Jj{悶となる Botrytis閣の中で grey幽moldneck rotの病原lお
として B.allii MUNN・パnycelialneck rotのそれは B.byssoidea W ALK.， small sclerotial neck 
rotのそれは β.squαmosαWALKであると報告している.一方， Hancockら1) はタマネギ、の枯
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yEはB.squαmosαとB.cinereαで1題担，まれに β.αliが関与してかり，そのti:1でもとくに β.
squαmosaの菌糸は深く組織内に侵入し， 5 L1から121:1で焼身の先端まで枯死させるのに対し
て，B. cinereaは外皮のみに斑点を作り ，l'i死させるほどの病原性はないとしている. li本らは)
は大1~ .:Io' よび」玉県E地方のタマネギ、の業を初おに佼す病原閣として B. byssoideaをあげている.最
近肉祭ら凶)は北海道にbけるタマネギ、終上の小j札!!.(が B.squamosαに起i刻するとしてま完結病の
病名を与え，コド~が北海道のタマネギ、裁政上京裂な iîJij '4fであることを明らかにした.…方，松尾
ら6)がタマネギに寄生する Botrytis属菌のi時期的治長を調べた結果では B.squαmosαは;如令?な
季節 12~4 月に， β. allii と Botrytinia αllii は 5~6 月と1O~1l月に ， B. cinerea は 3~5 月に
活動していることを報告している.本実験では 佐賀県下のタマネギ栽培・地から分離した 3 浅j~と
についてタマネギ鱗j干上での病原型1:，菌糸{qJ長;t、よび形態てと既知のB.cinerea， B.fabae， B.squa綱
mosα.:10'よび B.byssoideαと比較することにより，分自flI閣の同定を行なった.まず，各 Botrytis
簡の陥殺をタマネギ、の鱗}干に接積して病原性と ~Î糸 {lll 長を対J!0，J;iと比絞したがi泉，タマネギ、から
の分商fUおは B.cinerea .:10'よび β.fabae とは rlJl らかに bf~なり，強い約JJN性を示した.つぎに，タ
マネギから分離した 3¥均株の前核をどC に1カ月かくことにより分生子板と分tlと胞子が形成さ
れるが，それらの形態、を対照として用いたBotrytisIJ¥jと比絞した紡糸，タマネギ、からの分離磁は
いずれも B.squamosa W ALK. に一致していた. 立~;3去はねま獄に約Jiftl:を有する βotrytis~泌
l!siの分'1ミ胞子ーの大きさを文献によって比i[淡したものである. *~!検でタマネギから分母Ifーした I~{
株の分生胞子の大きさは Walkerl~) ， j魯見らお)， Hickmanら4)，Hancockら1) Ji、よび松尾ら6) が
B. squαmosαとして記絞しているi斜とも…致した.これにがjL，分t子i伎の形態に関する報弘=は
tr~ 3表 文献l己記ilおされている Botヮtis版協の形態のi七絞
Table 3. Morphological comparison of conidia of Botrytis spp. in literature. 
Species 
β. cinerea 
B. byssoidea 
B. squamosa 
B. ali 
Length of conidia (μ) 
9.0-14.4 x 6.5-10.1 
8.5-17.0 x 8.0-11.0 
9.1-15.0 x 6.6-11.7 
10.0-11.0 x 6.0-7.5 
8.0-19.0 x 5.0-7.5 
9.4-12.8 x 6.5…8.7 
8.0-20.0 x 5.0-11.0 
8.0-14.0x 6.0-8.0 
18.0-20.0 x 8.8-10.5 
15.0-20.0 x 12.0-15.0 
17.2-20.8 x 1.2-13.5 
18.0…22.0 x 10.0-H.0 
14.0-23.0 x 1.0-16.0 
13.7-25.0x 8.0-17.5 
6.0…16.0 x 4.0-8.0 
7.2-15.5 x 7.3-13.3 
6.0 x 10.0-11.0 
6.0-16.0 x 4.0-8.0 
7.0-11.0 x 5.0-6.0 
8.0…11.2 x 4.9-7.6 
Authors 
I-lickman & Ashworth (1943) 
I屯awai(1954) 
Togashi (1960) 
Matsuo et al (1971) 
Walker (1925) 
I-lenmi & Ta出 a(1935) 
Oven et al (1950) 
Yamamoto et al (1956) 
Matsuo et al (1971) 
Walker (1925) 
I-lenmi & Tanba (1935) 
I-lickman & Ashworth (1943) 
I-lancock & Lorbeer (1963) 
Matsuo et al (1971) 
もValker(1925) 
I-lenmi & Ta巾 a(1935) 
I-lickman & Ashworth (1943) 
Oven et al (1950) 
I-lancock & Lorbeer (1963) 
Matsuo et al (1971) 
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少なく ，B. cinereα では 1 ，000μ 前後あるいは 8~15 x 850 1，200μ という報告5パ1)があるが， これ
はみ;実験でタマネギ、から分離した!お株の分'J:. 子総の大きさ 662802p とは }l~ なってお・り，この大
きさは対!!尽としてJHいた β.squamosα に)YI似していた.以 1:のことから， タマネギ、の主:~1'，rj *L7i[~ 
か1:)分自fした Botryticsp. 1， 2， 3の各i有事長は B.squamosαWALKEl主であるとゴまえられる.
V 摘 要
近年，佐賀県ドのタマネギ裁府地でBotrytisi1Iによるタマネギ、の閥j汝が広く発生している.本
研究はタマネニド、架から分断iした Botrytis版の 3i均株につき，それらの病原tl，Jコ、よび形態的怒災を
H日、1のBotrytisi1Iと比絞することにより，将 CSpecies)の悶定を行なったものである.手千i1I株の
irIi IJj( 'liI:の比較はこれらのi均株のl潟殺をタマネギ、鱗jfに妓脱することによって行なった.タマネギ
から分断した 3i均株はが.J!阪として供試した B.squamosa J"よび β.byssoideaと同織に鱗J¥ーの組
織に深く佼人して強い的Jf('jtJ: 'a::冶ーするが，B. cinereaでは病原性はみられなかった.各i対株の形
態的比絞を分生IJ包子と分生子秘について調べ，それらの給処を文IliJU:.の記e肢と比絞した.そのが;
*，タマネギ、から分断lしたiお株はいずれも分生胞子の大きさが 10…19x15-24μ，分!I三子艇のIJが
11-17μ，そのi13さが 5081050(1で， これらの Botrytisi!Mはいずれも β.squamosa W AU山氏と同
;之された.
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際1 JliZ 説明
Explanation of plates 
以1)仮1 タマネギ、鱗JU二での，)¥i糸{ljJj毛
Plate 1 Mycclial growth 0(' Botワtisspp. 011 the epiclermal lissucs of onion fleshy scales. 
1. 13ot'ytis sp. 1 2. Bol1)'tis sp. 2 
3. 1301てytissp. 3 4，. B， sqllamosα 
5. 13. b)'s聞は四 6， B..fabae 
Plate 1 
陰IJ仮説明
Explanation 01' platcs 
i隙克刈1)版阪 I泣1 Jβ10ωtrびyt山iμs)，凶瓜i的泌のl泌2おiけ4校亥 L-_tに乙}形診紛}成戊された分1乃I=-川uづ=-J1日j包ご子子j-'!と=分nι三子{桜史およぴタマネギ、j鱗ダ非糾fけ}パi争 lκ乙対する 11病l止丙iJ切切針抄))以k持以;主女引lγけ'I~
p約latcIl Conidia a制ndcωonidiophorcs for円mc収吋don thc sclcl'otia 01' Bot り!tisspp. (Platc 1， 1 -7)， ancl 
palhogcnicity ofβotヮtis宅tt.to onion flcshy scalcs. 
1. B. cinerea 
3. B. sq町'UllOSfl
5. Botlytis sp. 1 
7. Botrytis sp. 3 
2. B.f(lbae 
4. B. b)'s.midea 
G. Botりtissp. 2 
8. Pathogenicity of Botrytis spp. to onion Hcshy scalcs. 
A: B. squalllosαB: B.jiαbae C: B. cinereα 
Plate II 
iヌIJ仮説明
Explanation 01' platcs 
i主!版 I Botヮtis]，必il¥iの分LJ(g子二
Plate III Conidia of Bollytis spp. 
1. B. cIl田町α 2. B.む>yssoidea
3. B‘日71問問。sα +.βotり!tissp. 1 
5. Bol;vtIs sp. 2 6. Botり!tisぉp.3 
Plate III 
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